
市 報

大人への決意を新たに

１月１０日、新成人を祝う会が滝の湯で

開かれ、市内では６３２人が大人の仲間入

りを果たしました。新成人たちは華やか

な振り袖を身にまとい、懐かしい友人や

恩師との再会に話を弾ませていました。

図書館においでよ
安全に暮らせる地域のために～地域を守る消防団～

市・県民税の申告と
所得税の確定申告は３月１５日（火）まで
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図図書書館館ににおおいいででよよ

昨年は、国民読書年でした。みなさんは何冊の本を読みましたか。

本や新聞などの活字文化に親しむことは、「言葉の力」をはぐくみ

読解力や感性を養うことができます。

そこで今回は、指定管理者制度を導入して３年目を迎えた市立図書

館を紹介します。
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図１

市
立
図
書
館
の
あ
ゆ
み

市
立
図
書
館
は
、昭
和
五
十
八
年
に
、

旧
東
村
山
郡
役
所
資
料
館
か
ら
現
在
の

場
所
に
移
転
し
て
二
十
八
年
に
な
り
ま

す
。
そ
の
間
、
み
な
さ
ん
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
施
設
の

充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
、
県
内
で
い
ち
早
く

図
書
の
貸
し
出
し
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、平
成
九
年
に
は
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
合
わ
せ
て
、

蔵
書
検
索
機
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
五
年
に
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
蔵
書
検
索
を
開
始
し
ま

し
た
。

平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、
財
団
法
人

天
童
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
が

指
定
管
理
者
と
な
り
、
よ
り
よ
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

蔵
書
数
は

二
十
万
冊
を
超
え
て
い
ま
す

図
書
館
で
は
、
一
般
図
書
、
絵
本
、

児
童
書
を
は
じ
め
、
紙
芝
居
、
参
考
図

書
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
図

書
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
み

な
さ
ん
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
図
書
や
話

題
に
な
っ
て
い
る
図
書
な
ど
も
随
時
購

入
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
が
開
設
さ
れ
た
昭
和
五
十
八

年
の
蔵
書
数
は
、
約
三
万
九
千
冊
で
し

た
が
、
平
成
二
十
二
年
に
は
約
二
十
万

三
千
冊
で
約
十
六
万
四
千
冊
も
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
来
館
者
数
や
貸
出
冊

数
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
平
成
二
十
一
年
度
の
来

館
者
は
年
間
約
十
四
万
六
千
人
で
、
貸

出
冊
数
は
約
三
十
万
三
千
冊
に
な
っ
て

い
ま
す
（
図
１
）。

図
書
館
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
か
ら

市
立
図
書
館
で
は
昨
年
九
月
、
よ
り

よ
い
図
書
館
運
営
を
図
る
た
め
、
図
書

館
利
用
者
や
市
内
の
小
・
中
学
校
、
市

立
公
民
館
の
協
力
を
得
て
、
千
二
百
三

十
五
人
に
対
し
図
書
館
利
用
者
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
九
百
九
十
四
人
か
ら

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
回
答
率
八

十
・
五
㌫
）。
そ
れ
で
は
、
主
な
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

図
書
館
の「
性
別
に
よ
る
利
用
状
況
」

と
「
年
代
別
利
用
状
況
」
を
見
て
み
る

と
、
女
性
の
利
用
が
七
十
㌫
と
な
り
、

三
十
代
・
四
十
代
が
最
も
多
く
利
用
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
図
２
・

図
３
）。最
近
は
、健
康
志
向
が
高
ま
り
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
栄
養
な
ど
に
関
す
る
図

書
が
多
く
貸
し
出
し
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
健
康
に
関
心
の
高
い

世
代
が
多
く
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
別
の
利
用
状
況
で
は
、

市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
が
圧
倒
的
に

多
い
も
の
の
、
東
根
市
や
山
形
市
、
河

北
町
な
ど
の
隣
接
市
町
か
ら
も
訪
れ
て

い
ま
す
。

次
に
、
館
内
施
設
の
整
理
状
況
に
つ

い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
本
棚
の
整
理
状
況
に
つ
い
て
」
の

問
い
に
は
、
大
変
良
い
、
ど
ち
ら
か
と

来館者数
貸出冊数

図２

図３

図４

来館者数・貸出冊数の推移

性別による利用状況

本棚の整理状況について

年代別利用状況
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い
え
ば
良
い
を
合
わ
せ
る
と
七
十
一
㌫

と
な
り
、
お
お
む
ね
良
い
と
の
評
価
で

し
た
が
、場
所
に
よ
っ
て
は
、本
の
取
り

出
し
に
く
い
個
所
や
き
つ
い
棚
が
あ
る

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
（
図
４
）。

ま
た
、
館
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
状
況

で
は
、
絵
本
を
探
し
や
す
く
し
て
欲
し

い
、
新
刊
本
の
配
置
が
分
か
る
よ
う
に

し
て
欲
し
い
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で

の
職
員
の
対
応
に
つ
い
て
の
問
い
に
は
、

利
用
者
の
多
く
の
方
か
ら
満
足
し
て
い

る
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
方
か
ら
い
た

だ
い
た
意
見
や
改
善
点
、
要
望
な
ど
を

も
と
に
、今
後
も
検
討
を
重
ね
、館
内
の

レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
に
工
夫
を
加
え
な
が

ら
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
図
書
館

運
営
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

豊
富
な
資
料

図
書
館
は
生
涯
学
習
の
拠
点

図
書
館
は
、
蔵
書
の
整
理
や
新
刊
の

収
集
、
貸
し
出
し
の
ほ
か
に
も
、
多
く

の
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
場
の
提
供

静
か
な
環
境
と
豊
富
な
資
料
の
中
で

集
中
し
て
学
習
が
で
き
ま
す
。

調
査
・
研
究
の
お
手
伝
い
（
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
機
能
）

日
常
生
活
や
仕
事
の
中
で
起
こ
っ
た

疑
問
の
解
決
や
調
査
研
究
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
資
料
相
談
室

市
史
関
係
の
資
料
整
理
を
行
う
と
と

も
に
、
郷
土
史
に
関
す
る
調
査
研
究

の
指
導
や
助
言
、
相
談
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
に
、
読
み
終
え
た
本
の
交
換
市
や
リ

サ
イ
ク
ル
市
な
ど
の
催
し
物
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
活
動

ま
た
、
図
書
館
の
施
設
を
活
用
し
、

本
の
楽
し
さ
や
親
子
の
触
れ
合
い
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
活
動
の
場
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
の
会
や
と
ん
と
昔
語
り
の

会
、
布
絵
本
の
会
や
コ
マ
や
紙
飛
行
機

な
ど
を
作
っ
て
遊
ぶ
会
な
ど
、
子
ど
も

と
一
緒
に
楽
し
め
る
催
し
が
定
期
的
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
を
利
用
す
る
に
は

市
立
図
書
館
は
、
年
末
年
始
を
除
き

毎
週
火
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
）

が
休
館
で
、
そ
れ
以
外
は
い
つ
で
も
利

用
で
き
ま
す
。
開
館
時
間
は
、
午
前
九

時
か
ら
午
後
七
時
（
十
一
月
か
ら
翌
年

三
月
ま
で
は
午
後
六
時
）
ま
で
に
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
移
動
図
書
館
「
ま

い
づ
る
号
」
が
定
期
的
に
み
な
さ
ん
の

地
域
を
回
り
、
本
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
（
詳
し
く
は
各
市
立
公
民
館
だ
よ

り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

ま
た
、
本
や
Ｃ
Ｄ
を
借
り
る
と
き
に

は
「
貸
出
カ
ー
ド
」
が
必
要
で
す
。
ま

だ
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
図
書
館

カ
ウ
ン
タ
ー
で
、「
利
用
者
登
録
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
本
は
、
一
人

十
冊
ま
で
、
二
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

Ｃ
Ｄ
は
、
四
ケ
ー
ス
ま
で
で
、
一
週
間

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

読
み
た
い
本
が
な
い
場
合
や
本
が
貸

し
出
し
中
の
と
き
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
や

本
の
予
約
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
利

用
し
や
す
く
、
親
し
ま
れ
る
図
書
館
を

目
指
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
快
適
な
環
境
で
、

お
気
に
入
り
の
一
冊
を
手
に
と
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

市
立
図
書
館

（
�
６５４
局
２
４
４
０
）

▲図書館カウンター

▲多くの市民でにぎわう本の交換市

▲つちだよしはる絵本原画展での１コマ
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２月の図書館イベントカレンダー

読書感想画展

蔵書点検休館日

※２月２３日（水）～３月４日（金）は、蔵書点検のため
休館になります。
市民のみなさんのご協力をお願いします。

図書館おすすめの本の中から

絵 本新刊図書推薦図書

著者：茂木健一郎

◆脳は、生命を輝かすため
にある。頭で理解したこ
とを実践するための５８の
仕事術を紹介。

『脳を活かす仕事術』

ジャクリーン・ウッドソン／文
E.B.ルイス／絵

◆町をしきる柵。ある夏の
日、ひとりの女の子がや
ってきた。私はその女の
子と話をして…。

『むこうがわのあのこ』

著者：斎藤隆介

◆山菜を採りに行き、山姥
に出会ったあや。山姥は
あやに、語りかける…。色
彩が印象的な名作絵本。

『花さき山』

著者：まはら三桃

◆中学弓道部の男女３人が
織りなす青春小説。読書
甲子園、愛天ラボ出品作
品。

『たまごを持つように』

椎名誠／文、和田誠／絵

◆ナマケモノ、オオカミ、
ラクダ、ビーバーなど、
旅先で出会った野性動物
を紹介。

『みんな元氣だ』

フローレンス・スロボドキン／文
ルイス・スロボドキン／絵

◆手袋を片方なくした双子
のもとに手袋がいっぱい
集まりました。心暖まる
お話絵本。

『てぶくろがいっぱい』

著者：吉沢久子

◆感性をみずみずしく保
ち、元気に長生きを楽し
むヒントを教えます。

『９２歳。小さなしあわせを
集めて生きる』

著者：林真理子

◆小さなタイムトンネルで
結ばれた２人の友情を描
く。児童書と同時刊行。

『秘密のスイーツ』

ピーター・レイノルズ／文・絵

◆絵を描くのが大好きな少
年を主人公に、自分の声
に耳を傾ける大切さを伝
える絵本。

『っぽい』

土曜日
５日

１２日

とんと昔
語りの会

１９日
つくって
あそぼう

読み聞かせ
研修会

２６日

金曜日
４日

１１日

１８日

２５日

木曜日
３日

１０日

１７日

えほんの
へや

２４日

水曜日
２日

９日

１６日

おはなし
の会

２３日

火曜日
１日

休館日

８日

休館日

１５日

休館日

２２日

休館日

月曜日

７日

１４日

２１日

２８日

日曜日

６日

１３日

２０日

映画
上映会

２７日親子で楽しめる催しもあるよ

たくさ
ん

本を読
もう

2011.2.15



安安
全全
にに
暮暮
らら
せせ
るる
地地
域域
のの
たた
めめ
にに

〜
地
域
を
守
る
消
防
団
〜

普段は仕事を持ちながら地域のために活動する消防団員。
地域のことをよく知る消防団員は、地域に密着した消火活
動や救護活動を行っています。今回は、消防団の活動につ
いてお知らせします。

消消
防防
団団
のの
始始
まま
りり

現
在
の
消
防
団
は
、
江
戸
時
代
に
八

代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
、
町
火
消
し
「
い

ろ
は
四
八
組
」
を
設
置
し
た
こ
と
が
起

源
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
は
、
火
消
し
組
ご
と
に
、「
い
」、

「
ろ
」、「
は
」
な
ど
の
名
前
を
付
け
、
互

い
の
名
誉
に
か
け
て
競
い
合
っ
て
働
い

て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
、

現
在
の
消
防
団
に
も
受
け
継
が
れ
て
い

る「
地
域
の
安
全
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
義
勇
消
防
の
精
神
は
、
消
防
の

発
展
に
寄
与
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
現
在
の
消
防
組
織
は
、
昭
和

二
十
三
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

昭
和
二
十
九
年
、
昭
和
三
十
七
年
の
市

町
村
合
併
な
ど
に
伴
う
分
団
の
再
編
や

団
員
数
の
見
直
し
を
経
て
、
昭
和
四
十

八
年
に
十
八
分
団
か
ら
十
分
団
に
再
編

し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

消消
防防
団団
のの
役役
割割

消
防
団
は
市
の
消
防
機
関
の
一
つ

で
、
消
防
団
員
は
消
防
署
に
勤
務
す
る

消
防
職
員
と
は
異
な
り
、
平
常
時
は
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
行
い
、
火
災
や
大
規

模
災
害
発
生
時
に
自
宅
や
職
場
か
ら
災

害
現
場
に
駆
け
付
け
活
動
す
る
非
常
勤

特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
消
防
団

は
、
主
に
次
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

①
火
災
の
鎮
火
に
関
す
る
業
務

住
宅
や
林
野
火
災
な
ど
の
消
火
活
動

や
火
災
現
場
の
警
戒
を
行
い
ま
す
。

②
自
然
災
害
な
ど
の
予
防
や
警
戒
、
防

除
に
関
す
る
業
務

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
被
害
防
除
活

動
を
は
じ
め
、
住
民
の
避
難
や
誘
導
、

危
険
個
所
の
警
戒
、
山
岳
救
助
や
水
難

救
助
な
ど
の
人
命
救
助
活
動
や
遭
難
者

の
捜
索
を
行
い
ま
す
。

③
消
防
訓
練
や
火
災
予
防
広
報
業
務

消
防
業
務
に
関
す
る
各
種
訓
練
や
消

防
施
設
の
点
検
、
地
域
住
民
へ
の
火
災

予
防
に
関
す
る
広
報
、
地
区
の
祭
礼
や

イ
ベ
ン
ト
の
警
戒
な
ど
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
本
市
の
消
防
団
員
は
千
三
十

七
人
お
り
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

求求
めめ
らら
れれ
るる

消消
防防
団団
組組
織織
のの
再再
編編

し
か
し
な
が
ら
、本
市
は
も
ち
ろ
ん
、

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
少
子
化
や
核

62011.2.1
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消防団
１年間の主な活動

４月 新入団員規律訓練
春の火災予防運動
春季消防演習

５月 春の地区祭礼特別警戒（分
団ごと）
山火事防止キャラバン
林野火災防御訓練および水
防技術講習会（隔年実施）

６月 緊急車両安全運転講習およ
び機関講習（隔年実施）

８月 山形県消防協会東南村山支
部消防操法大会

９月 秋の地区祭礼特別警戒（分
団ごと）

１０月 市総合防災訓練

分団ごとの火災防御訓練
ポンプ性能検査
救助隊員救助訓練

１１月 秋の火災予防運動
防火水槽、消火栓の一斉点
検

１２月 消防団幹部災害図上訓練

寒冷期における機械器具の
取扱講習会（分団ごと）
年末特別警戒

１月 年始特別警戒
消防出初め式

２月 消防団員普通救命講習

家
族
化
、
住
民
連
帯
意
識
の
希
薄
化
な

ど
に
よ
り
、
団
員
の
確
保
が
難
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
に
お
い

て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
に
よ

り
、
分
団
管
轄
区
域
と
居
住
地
区
の
区

域
が
異
な
る
現
象
が
生
じ
て
お
り
、
団

員
の
勧
誘
や
各
種
行
事
の
実
施
な
ど
に

支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
道

路
網
や
通
信
伝
達
装
置
な
ど
の
発
達
に

対
応
し
た
効
率
的
な
運
用
を
図
る
た

め
、
消
防
ポ
ン
プ
車
な
ど
の
適
正
な
配

置
と
初
動
対
応
力
の
強
化
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
、

部
や
班
の
統
廃
合
や
消
防
団
員
の
空
白

地
区
の
解
消
な
ど
、
消
防
団
再
編
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

事事
業業
所所
のの
協協
力力
でで

消消
防防
団団
活活
動動
をを
強強
化化

ま
た
、
現
在
の
本
市
の
消
防
団
員
の

約
八
割
は
、
事
業
所
な
ど
に
勤
務
し
て

い
る
被
雇
用
者
と
な
っ
て
お
り
、
近
年

の
職
住
分
離
と
相
ま
っ
て
、
日
中
の
災

害
時
に
出
動
で
き
る
団
員
の
確
保
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
消
防
団
活

動
の
維
持
・
強
化
を
図
る
た
め
に
は
、

事
業
所
の
理
解
と
協
力
は
不
可
欠
で
す
。

国
で
は
、
日
中
仕
事
を
し
て
い
る
消

防
団
員
が
災
害
時
に
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
向
け
、
平
成
十
八
年
に
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
①
三
人
以
上
の
従

業
員
が
消
防
団
に
入
団
し
て
い
る
、
②

就
業
時
間
中
の
消
防
団
活
動
に
配
慮
し

て
い
る
、
③
災
害
時
に
資
材
や
機
材
を

提
供
し
消
防
団
活
動
へ
協
力
し
て
く
れ

る
な
ど
に
該
当
す
る
事
業
所
を
市
長
が

認
定
し
、
表
示
証
を
交
付
す
る
制
度
で

す
。
こ
れ
を
事
業
所
が
社
屋
に
掲
示
し

た
り
、
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し

た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
市
民
に

社
会
貢
献
を
周
知
し
、
事
業
所
の
信
頼

性
の
向
上
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。
本

市
で
は
現
在
、
七
つ
の
事
業
所
が
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

災災
害害
時時
はは

消消
防防
団団
のの
活活
動動
がが
不不
可可
欠欠

平
成
七
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大

震
災
で
経
験
し
た
よ
う
に
、
大
規
模
災

害
時
に
は
常
備
消
防
だ
け
で
は
不
十
分

で
、
要
員
動
員
力
や
即
時
対
応
力
、
そ

し
て
地
域
の
こ
と
を
隅
々
ま
で
知
り
尽

く
し
て
い
る
地
域
密
着
性
を
持
っ
た
消

防
団
の
活
動
が
特
に
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
近
年
の
災
害
の
態
様
は

複
雑
多
様
化
し
、
大
規
模
化
の
様
相
を

一
層
強
め
る
と
と
も
に
、
地
球
環
境
の

変
化
か
ら
集
中
豪
雨
や
豪
雪
な
ど
の
一

極
集
中
的
な
被
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
上
で
消
防

団
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
充
実
強
化

は
消
防
行
政
の
最
重
要
課
題
で
す
。

ごご
支支
援援
くく
だだ
ささ
いい

地地
域域
をを
守守
るる
消消
防防
団団

長
い
歴
史
と
伝
統
に
よ
り
受
け
継
が

れ
て
き
た
「
地
域
の
安
全
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
崇
高
な
郷
土
愛
護
の

精
神
に
基
づ
き
活
動
す
る
消
防
団
。
地

域
住
民
に
と
っ
て
は
、
顔
が
見
え
、
何

で
も
話
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
に
密
着

し
た
地
域
防
災
力
の
担
い
手
で
す
。

市
消
防
本
部
で
は
、
地
域
の
身
近
な

ヒ
ー
ロ
ー
「
消
防
団
員
」
と
し
て
活
動

し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

十
八
歳
以
上
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も

入
団
で
き
ま
す
。
入
団
希
望
の
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
は
、
消
防
団
の
火
災
予
防
広
報

な
ど
に
よ
り
、
火
災
件
数
が
火
災
統
計

を
始
め
て
以
来
最
少
の
四
件
で
し
た
。

消
防
団
の
活
動
に
は
、家
族
や
事
業
所
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
支
援
が
不
可
欠
で

す
。
地
域
を
守
り
、
地
域
の
き
ず
な
を

深
め
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
今
後
と
も
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
合
せ

市
消
防
本
部

（
�
６５４
局
１
１
９
１
）
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まちの
話題

あなたの地域の楽しい話題を、

市長公室広報係にお知らせください。

ホットライン �６５４－１１１１内線３２５

http://www.
city.tendo.
yamagata.jp/

願いを込めて飾り付け
１月１３日、市立さくら保育園でだんごさしが行われまし

た。だんごさしは、水木の枝に米の粉で作っただんごや船

せんべいなどを飾り付け、商売繁盛や五穀豊穣、無病息災

などを願い行われる小正月の伝統行事です。同園では毎年

行っている行事ということもあり、子どもたちは慣れた手

つきでだんご作りを行っていました。だんごができると、

さっそく飾り付けを開始。赤や黄など色とりどりのだんご

や折り紙などにより水木は色鮮やかに装飾されました。

１年間の集大成を発表
１月２１日、山形電波工業高校の３年生による課題研究発

表会～工楽展～が市立成生公民館と同校で開かれました。

これは、この１年間の課題研究の成果を家族や地域の人々

にも知ってもらおうと同校が毎年行っているものです。ラ

ジコン型ロボットや電気自動車をはじめ、多彩な作品が展

示・実演されました。見学に訪れた子どもたちは、目新し

い機械を前に興味津々。参加した生徒は、「これまで１年間

頑張った成果を発表できてうれしい」と話していました。

し

史跡を識り極める
１月１０日、ムラのまなび舎西沼田大學の入学

式が市西沼田遺跡公園で行われました。これは、

史跡や文化などをテーマごとに紹介する講座

で、３月中旬まで５回に分けて開催。この日は、

西沼田の遺跡や人々が西沼田に住み始めたころ

の時代背景などの説明が行われ、参加者はメモ

を取りながら熱心に聞き入っていました。



かるたを目指してダイビング
１月１６日、干布地区雪中交通安全かるた取り大会が干布

小で行われました。これは、交通安全標語が書き込まれた

かるたを使い、地域ぐるみで干布小の児童に交通安全と交

通マナーの教育を行っているもので、ことしで３７回目。「冬

の道、車は急に止まれない」や「通学は一列並んで安全に」

などの標語が読み上げられると、子どもたちはかるたを探

しに雪の中へ突進。かるたを取った子どもは、そのかるた

を再度読み上げ、交通安全の意識の高揚を図りました。

無火災の決意を込めて消防出初め式
１月９日、平成２３年消防出初め式が市役所周辺で行われ、

消防団員や消防職員約４００人と消防車両４３台が参加しまし

た。式では、一年間の無火災を願った防火祈願の後、山本

信治市長を先頭に観閲や分列行進が行われました。また、

はしご車やポンプ車から一斉に祝賀放水が始まると、多く

の市民から大きな歓声と拍手がわきおこっていました。

初期消火と救護活動に感謝状
１月１２日、市消防本部で昨年１２月１１日に近所

で起きた火災の初期消火と負傷者の適切な救護
えい

活動に貢献したとして、三瓶消防長より後藤榮
とし

敏さん、久子さん夫妻（奈良沢）に感謝状が贈

られました。後藤さんは「爆発音で火災に気付

いた。当たり前のことをしただけで、大事に至

らなくて本当に良かった」と語っていました。

香り豊かなそばを堪能
１月１１日、第８回天童冬の陣将軍家献上寒中

ひ

挽き抜きそば賞味会が天童ホテルアンジェリー

ナで開かれました。これは、江戸時代に天童織

田藩が将軍家にそばを献上したとの文献に基づ

き開発されたもので、田麦野産のでわかおりを

使用。風味や香りの良いそばに「おかわり」の

声が次々に上がりました。

2011.2.19
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豆豆豆記記記者者者探探探検検検隊隊隊豆豆記記者者探探検検隊隊
in
te

rview

Oasis

ことし、県議会議員選挙や市議会議員選挙
が行われると聞きました。そこで、私たち天
童北部小では市選挙管理委員会事務局を訪ね
て、選挙について聞いてみました。

今今回回はは

天天童童北北部部小小
ののみみんんなな

選
挙
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

豆
記
者

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。

副
主
幹

市
長
や
市
議
会
議
員
の
選

挙
の
ほ
か
、
国
会
議
員
や
知
事
、
県
議

会
議
員
な
ど
の
、
す
べ
て
の
選
挙
に
関

す
る
事
務
や
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
有
権
者
の
選
挙
人
名
簿
を

作
成
し
た
り
、
投
票
や
開
票
の
事
務
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
農
業

委
員
な
ど
の
選
挙
や
、
裁
判
員
制
度
、

検
察
審
査
会
な
ど
の
仕
事
も
あ
り
ま
す
。

豆
記
者

こ
と
し
行
わ
れ
る
選
挙
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

副
主
幹

四
月
十
日
に
県
議
会
議
員

選
挙
が
あ
り
、
九
月
に
は
市
議
会
議
員

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

豆
記
者

投
票
す
る
と
き
の
決
ま
り

は
あ
り
ま
す
か
。

副
主
幹

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者

の
名
前
や
政
党
名
以
外
は
書
い
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
ほ
か
に
何
か
書
い
て
し
ま

う
と
、
せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
無
効
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
特
に
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

豆
記
者

票
数
は
、
誰
が
ど
う
や
っ

て
数
え
て
い
る
の
で
す
か
。

副
主
幹

各
地
域
の
投
票
所
で
午
後

八
時
ま
で
投
票
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

す
ぐ
に
す
べ
て
の
投
票
箱
が
開
票
所
で

あ
る
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
市
の
職
員
が
一
斉
に

箱
を
開
い
て
、
一
枚
一
枚
確
認
し
て
集

計
し
て
い
ま
す
。

豆
記
者

得
票
数
が
同
じ
場
合
は
ど

う
や
っ
て
決
め
る
の
で
す
か
。

副
主
幹

同
数
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
き
は
、
当
選
を
決
定
す
る
選
挙
会
の

選
挙
長
が
、く
じ
で
決
め
る
ん
で
す
よ
。

豆
記
者

投
票
日
当
日
、
投
票
に
行

け
な
い
人
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

副
主
幹

仕
事
や
用
事
が
あ
っ
て
、

当
日
投
票
所
に
行
け
な
い
方
で
も
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
日
ま
で

の
決
め
ら
れ
た
期
間
、
午
前
八
時
半
か

ら
午
後
八
時
ま
で
市
役
所
で
投
票
で
き

ま
す
。

豆
記
者

選
挙
に
参
加
す
る
と
き
に

大
切
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

副
主
幹

選
挙
は
、
私
た
ち
の
大
切

な
権
利
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
意
見
を

政
治
に
届
け
る
大
事
な
手
段
で
す
。
大

切
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
、

み
な
さ
ん
の
ご
家
族
に
も
忘
れ
ず
に
投

票
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん

も
、
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
投
票
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

豆
記
者

は
い
、
今
日
は
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

だいじゅ

佐藤 大珠さん

めい み

伊藤 芽美さん

やすひろ

長沼 康大さん

ゆ り か

伊藤優里香さん

伊藤副主幹

▼大切な一票を忘れずに投票しましょう

みみんんななのの
おおああししすす

しみんのすたあ～！
お～い！あつまれ！
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Oasis リレー随想１３３

お
は
よ
う
、
こ
ん
に
ち
は
、
こ
ん
ば

ん
は
。
何
気
な
い
あ
い
さ
つ
が
自
然
に

交
わ
せ
る
こ
の
ま
ち
で
、地
域
の
方
々
、

家
族
、
そ
し
て
か
け
が
え
の
な
い
大
切

な
友
達
に
支
え
ら
れ
、
無
事
、
成
人
の

日
を
迎
え
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
校
を
卒
業
後
、
海
外
の
大
学
へ
進

学
し
た
私
は
、
今
、
観
光
学
を
専
攻
し
、

毎
日
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
冬
、
一
年
半
振
り
に
一
時
帰
国

し
、
家
族
や
友
達
と
の
時
間
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
が
、
今
一
番
に
思
う
こ
と
は

私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
周
り
の
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
背
中
を
押
し
て
く
だ

さ
っ
た
恩
師
や
家
族
、
そ
し
て
何
よ
り

も
私
の
心
の
支
え
と
な
っ
た
地
元
の
友

達
に
、
た
く
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」

を
返
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Oasis

▲白熱 生徒会

四
中
で
は
、
生
徒
会
活
動
や

学
校
行
事
な
ど
に
一
人
一
人
が

真
剣
に
、
そ
し
て
全
力
で
取
り

組
み
、
協
力
し
合
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
四
中
創
立
二
十

年
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
ま
で

よ
り
も
、
も
っ
と
活
発
に
活
動

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
行
事
で
す
。
ア
ル
ミ
缶
や

プ
ル
タ
ブ
、
ベ
ル
マ
ー
ク
を
集

め
た
り
、
募
金
活
動
を
し
た
り

し
て
、
地
域
の
役
に
立
て
る
よ

う
な
学
校
に
向
け
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

行
事
で
は
、
毎
年
全
校
生
が

本
気
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
、と
て
も
迫
力
が
あ
り
、

素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
行
事
で
団
結
力
を
高
め

る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
生
活
に

お
い
て
も
協
力
し
て
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

第
二
十
期
の
生
徒
会
が
先
頭

に
立
ち
、
今
ま
で
以
上
に
地
域

に
誇
れ
る
学
校
に
で
き
る
よ
う

力
を
合
わ
せ
、
頑
張
り
ま
す
。

四中生徒会
代表 佐藤 直人さん

『
あ
り
が
と
う
』

し
お
り

山
田

栞
さ
ん
（
東
久
野
本
）

年
齢
●
２０
歳

夢
●
大
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
す
る

天
童
に
つ
い
て
一
言
●
私
が
一
番
笑
顔
に
な
れ
る
場
所

第
二
十
期
生
徒
会
と
し
て

頑
張
り
た
い
こ
と

2011.2.111
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Oasis

Oasis

■市立天童北部公民館

地域をともす温かな灯
１月２２日から３日間、ことしで３回目を迎える天童

どうろう

北部雪灯籠まつりが乱川駅周辺で行われました。本市

の北の玄関口である乱川駅は、天童北部地域を活性化

するための貴重な資源・財産です。真冬の寒さの中で、

駅を会場として地域住民に「ほっと」心温まるひとと

きを過ごしてもらおうと、地域づくり委員会や町内会

などが２６基の雪灯籠を設置。雪灯籠に灯がともされる

と、会場は幻想的な光に包まれました。また、玉こん

にゃくや甘酒などの振る舞いも行われ、駅前は地域住

民や駅の乗降客でにぎわいを見せていました。

■市立高擶公民館

高擶城築城６００年祭への取り組み
し ば かねより よしなお

平成２２年は、山形城初代城主斯波兼頼の孫の義直が、

１４１０年ころに高擶城を築城して６００年を迎えたことに

ちなみ、高擶城築城６００年祭を開催しました。５月２

日の開幕式典を皮切りに、たかだま屋台村まつりや地

区民ふれあい芋煮会など、多彩なイベントを行いまし

た。地区民ふれあい芋煮会では、自分たちで育てたサ

トイモを使って鶏ゴボウ鍋や庄内風おばこ鍋など、５

つの工夫を凝らした芋煮を作りました。本年度はこれ

らの催しを通して、地区民が人と人とのつながりや大

きな事業を成し遂げた喜びを体感しました。

ゆきがだーいすき！
ち ひ ろ

片桐 知優ちゃん
（６歳・道満）

ゆきやこんこん。きょうは、なにを

つくろうかな。うさぎにしようかな、

それともゆきだるまにしようか…。そ

うだ、おおきなゆきだるま！みんなと

ゆきあそび、とってもたのしいな。

５００食の芋煮はあっという間に完売しました

駅周辺は優しい雪灯籠の灯に包まれました

12

みみんんななのの
おおああししすす

しみんのすたあ～！
お～い！あつまれ！
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ここ
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シ
リ
ー
ズ
１７８

たか ひこ

阿 部 太 彦さん
か
せ
ん
だ
こ

花
泉
凧
は
、
江
戸
時
代
後
期
（
一
八
三
〇
年
代
こ
ろ
）
か
ら
、
山
形

市
八
日
町
で
作
り
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
な
た
こ
で
す
。
畳
業
を
営

ん
で
い
た
初
代
阿
部
華
泉
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
、
畳
業
の
な
く
な
る

冬
期
間
に
た
こ
を
作
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、

骨
組
み
や
絵
な
ど
に
工
夫
が
加
え
ら
れ
、
現
在
の
形
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。
こ
ま
凧
や
く
ら
げ
凧
、
角
凧
な
ど
に
浮
世
絵
や
歌
舞
伎
絵
、

え

と

ち
み
つ

干
支
な
ど
の
絵
を
描
き
ま
す
。
そ
の
線
は
無
駄
を
省
き
繊
細
で
緻
密

な
も
の
で
、
表
情
は
穏
や
か
な
顔
立
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。
色
は
原

色
を
使
い
、
特
に
鮮
や
か
な
赤
を
大
切
に
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

た
こ
を
う
ま
く
揚
げ
る
た
め
に
は
、
風
向
き
や
揚
げ
る
タ
イ
ミ
ン

グ
、
糸
の
調
整
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
た
こ
が
ど
ん

ど
ん
揚
が
っ
て
い
く
と
き
の
気
分
は
爽
快
な
も
の
で
す
。

今
後
も
た
こ
作
り
や
た
こ
揚
げ
を
通
し
て
、
自
然
と
向
き
合
い
、

親
子
の
触
れ
合
い
や
工
夫
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

東京都出身で現在大町在住の５３歳。昭
和５２年、父方の実家に跡継ぎとして入り、
家の階段下でほこりまみれの和だこの版
木や下絵などを偶然発見。山形の伝統だ
こ「花泉凧」製作の家であったことを知
る。以後、伯父の三代目花泉の指導を受
け、フルート奏者と音楽教室の講師を務
める傍ら、四代目継承者として、和だこ
の製作と指導にあたっている。

▲たこの版木と小物

あ
そ
び
の
中
か
ら

文
化
が
生
ま
れ
る

2011.2.113



■市・県民税の申告相談日程

■市・県民税の申告が必要な方

�勤務先で年末調整をしていない方（パート、アル
バイトを含む）

�平成２２年の途中で退職した方
�勤務先を変えた方で、前職の収入を会社に報告し
ていない方

�２カ所以上から給与、報酬を受け取っている方
�給与以外に所得がある方
�その他の所得がある方

■確定申告の必要な方

�給与所得や退職所得のほか、２０万円を超えるその
他の所得のある方

�生命保険の満期保険金など一時所得がある方
�２カ所以上からの給与がある方
�給与収入が２０００万円を超える方
�事業所得や不動産所得のある方などで、所得の合
計額が所得控除を超える方

�同族会社の役員などで、その会社から貸付金の利
子または資産の賃貸料を受けている方

���������������������������������������������������������������������

●問合せ 市税務課（�６５４－１１１１内線７７４～７７６）

山形税務署からのお知らせ
ことしも、申告書作成会場は山形駅西口「山形テ

ルサ」です（税務署内には申告書作成会場を設置し

ていません）。申告所得税（譲渡所得を含む）・個人事

業者の消費税・贈与税の申告が必要な方、所得税の

還付を受ける方を対象とした申告書作成会場です。

山形駅西口前広場内に無料駐車場はありますが、台

数に限りがありますので、できるだけ公共交通機関

をご利用ください。

●開設期間 ２月１日（火）～３月１５日（火）（土・日曜

日・祝日は休みですが、２月２０日・２７日の日

曜日に限り開設します）

●受付時間 午前９：００～午後４：００

※国税電子申告・納税システム（e -Tax）を利用す

ると自宅や職場からインターネットで申告や納税

などができます。詳しくは、国税庁ホームページ

の「確定申告特集ページ」をご覧ください。

●問合せ 山形税務署（�６２２－１６１１）
※確定申告に関する電話は、電話相談センターにつ

ながります。電話相談センターには、東北税理士

会の税理士にも対応をお願いしています。

市・県民税の申告と所得税の確定申告は３月１５日（火）まで

転倒・骨折予防のために
健康てんどう元気塾

●対象 市内にお住まいの６５歳以上の方

●とき ３月１日（火）～２４日（木）の毎週火・木曜日の２コース

午後１：３０～４：１５

※週１回の全４回を１教室として受講。

●ところ ラ・フォーレ天童のぞみ

●内容 講話、ストレッチ体操、バランス運動、温泉入浴など

●定員 各コース２０人（応募多数の場合抽選）

●参加料 １４００円（４回分の保険料・飲料水代など）

●持物 運動できる服装、タオル（汗ふき用・入浴用）、参加料

●送迎 地区ごとに市立公民館・分館などの発着（直接も可）

●申込期限 ２月１８日（金）

●申込み・問合せ 申込書に記入の上、市社会福祉課（�６５４－１１１１内線
７５５）、またはラ・フォーレ天童のぞみ（�６５６－８３２２）

元気わくわく運動
セミナー（無料）
●対象 生活習慣病予防に関心の

ある４０～６９歳の方

●とき ２月１８日（金）

午後１：１５～３：００

●ところ 市健康センター

●内容 膝痛・腰痛予防体操

●講師 山口武さん（健康運動指

導士）

●持物 ヨガマットまたはバスタ

オル、内ズック、タオル、

飲み物

●問合せ 市健康課

（�６５２－０８８４）

会 場

市立蔵増公民館

市立成生公民館

市立高擶公民館

市立寺津公民館

市立山口公民館

市立高原の里交
流施設ぽんぽこ

市立干布公民館

市立荒谷公民館

市立長岡公民館

市役所１階会議
室
※駐車場は市立
図書館南側駐
車場をご利用
ください（図
書館専用駐車
場を除く）。

午前９：００～１１：００、午後１：００～４：００

と き

１月３１日（月）～２月２日
（水）

２月３日（木）・４日（金）

２月７日（月）～９日（水）

２月１０日（木）

２月１４日（月）～１６日（水）

２月１６日（水）

２月１７日（木）・１８日（金）

２月２１日（月）

２月２２日（火）～２４日（木）

３月１日（火）～１４日（月）
（土・日曜日を除く）

３月１５日（火）

地 区

蔵 増

成 生

高 擶

寺 津

山 口

田麦野

干 布

荒 谷

長 岡

天 童
（温泉・交り江・
乱川を含む）

その他

相談時間
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お知らせ
今月の無料法律相談

●とき ２月２４日（木）

午後１：３０～

●ところ 市役所２階会議室

●相談内容 民事・家事的な法律

相談（係争中の事案は除く）

●相談員 高山克英弁護士

●申込み・問合せ ２月１７日（木）

まで、市民相談室

（�６５４－１１１１内線７４１）
当日は受け付けませんので、事

前に資料などをお持ちの上、直接、

市民相談室におこしください。

自動車の検査・登録
手続きはお早めに

年度末は窓口が大変込み合いま

す。自動車の継続検査や、名義変

更、抹消などの登録手続きは、お

早めにお願いします。

登録手続きに必要な書類など

は、山形運輸支局ホームページを

ご覧ください。

●ホームページアドレス

http://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/yg

/yg-index.htm

●問合せ 山形運輸支局

（�０５０－５５４０－２０１３）

子ども手当を
振り込みます

平成２２年度第３期（１０月～平成

２３年１月）分を２月１０日（木）に振

り込みます。万一振り込まれない

ときは、お問い合わせください。

●問合せ 市子育て支援課

（�６５２－０８８２）

もやせるごみの指定袋に
最小袋が加わります

現在のもやせるごみの指定袋に

最小袋（１５㍑）が加わります。３

月１日（火）から販売されますので

どうぞご利用ください。

●販売価格 ２００円（１袋１０枚入り、

税込み）

●問合せ クリーンピア共立

（�０２３７－４７－１３２１）

無料税務相談会

●とき ２月１２日（土）・１３日（日）

午前１０：００～午後３：００

●ところ 霞城セントラル（山形

市）

●相談内容 給与所得者、年金受

給者などの税金相談

●問合せ 山形県税理士会館

（�６３２－４２４４）

なんでも労働相談
ダイヤル（無料）

働く人なら誰でも結構です。パ

ート、派遣、契約労働者などの方

もどうぞご利用ください。

●とき ２月１４日（月）～１９日（土）

午前１０：００～午後７：００

●相談内容 解雇・雇止め、賃金

カット、労働時間、いやが

らせ、人員整理問題、労働

災害など

●相談電話 �０１２０－１５４－０５２
●問合せ 連合山形

（�６２５－０５５５）

相続登記無料相談会

●とき ２月１９日（土）

午前１０：００～午後４：００

●ところ 市民プラザ

●相談内容 不動産の相続、遺産

分割協議など

●問合せ 山形県司法書士会

（�６２３－７０５４）

不動産無料相談会

●とき ２月２６日（土）

午前１０：００～正午

●ところ （社）全日本不動産協会

山形県本部（山形市）

※事前の申し込みが必要。

●申込み・問合せ （社）全日本不

動産協会山形県本部

（�６４２－６６５８）

Information
February

１

ふ
じ
ば
か
ま

や
ま
の
う
え
の
お
く
ら

ふ
じ
ば
か
ま
は
、
万
葉
集
の
中
で
山
上
憶
良
に
よ

っ
て
詠
ま
れ
た
秋
の
七
草
の
一
種
で
、
乾
か
す
と
か

ぐ
わ
し
い
香
り
を
発
す
る
と
こ
ろ
か
ら
「
香
り
草
」、

「
香
水
草
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
り
、
な
か
で
も
気
品

の
あ
る
植
物
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ふ
じ

ば
か
ま
の
原
産
地
は
中
国
で
、
中
国
で
は
そ
の
名
前

ら
ん
そ
う

を
「
蘭
草
」
と
呼
び
、
非
常
に
尊
重
さ
れ
た
植
物
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
満
州
国
が
つ

く
ら
れ
た
と
き
、
日
本
皇
室
の
菊
の
紋
章
に
な
ぞ
ら

え
て
、
こ
の
ふ
じ
ば
か
ま
の
花
を
図
案
化
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
じ
ば
か
ま
は
、
そ
の
昔
、
中
国
か
ら
薬
草
と
し

て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
生
薬
名
は
「
蘭
草
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
つ
ぼ

み
を
付
け
た
も
の
を
採
取
し

て
、
２
〜
３
日
、
日
干
し
に

し
て
か
ら
、
風
通
し
の
よ
い

と
こ
ろ
で
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

生
薬
の
蘭
草
２
握
り
ぐ
ら

い
を
布
袋
に
入
れ
て
浴
湯
料

に
用
い
る
と
保
温
に
効
果
が

あ
り
、
肩
こ
り
、
神
経
痛
な

ど
の
痛
み
を
和
ら
げ
、
疲
労

回
復
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
腎
炎

な
ど
で
体
に
む
く
み
が
あ
る
よ
う
な
と
き
、
生
薬
１

日
量
１０
㌘
を
０.４
㍑
の
水
で
半
量
に
煮
詰
め
、
食
間
に

服
用
す
る
と
利
尿
を
促
進
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

市
市
長
公
室（�

６５４
局
１
１
１
１
内
線
３２５
）

このコラムは、天童市野草と親しむ会の佐藤定四郎さんが担当しています。
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戸数
１戸

１戸

※一般用で倍率優遇あり。

間取り
３ＬＤＫ

３ＤＫ

募集住宅
天童南部アパート

天童駅南アパート

②旧運転免許センター跡地

天童市体育協会主催
姿勢改善・健康体操教室（無料）

●対象 市内にお住まいで中学生

以上の方

●とき ２月１３日（日）

午前１０：３０～

●ところ スポーツクラブ天童ビ

ーフリー

●問合せ 天童市体育協会（市スポ

ーツセンター内 �６５４－６１００）

募 集
県営住宅の入居者募集

●対象 家族があり、所得が公営

住宅法の規定に該当する方

（県外在住の方も申し込み

可能）

●家賃 入居者の所得に応じ決定

●必要書類 県営住宅申込書、５０

円切手２枚

●申込み・問合せ ２月２日（水）

～８日（火）に、県すまい情

報センター（�６４７－０７８１）
※月曜日は休館です。

ふれあい看護体験
参加者募集

●対象 高校生以上で初めて参加

する方

●とき ５月８日（日）～１４日（土）

のうち、各施設実施日

●ところ 病院、福祉施設など

●応募方法 �高校生は学校を通
じて申し込み

�高校生以外の方は、２月１４
日（月）～２４日（木）必着で、

はがきに住所、氏名、性別、

年齢、職業または学校名、

電話番号、希望施設名（第

３希望まで）、白衣のサイ

ズを明記の上、〒９９０－２４７３

山形市松栄一丁目５－４５／

山形県看護協会ふれあい看

護体験担当

●問合せ 山形県看護協会

（�６８５－８０３３）
※施設の定員により、体験希望施

設の調整を行う場合があります。

やまがた育英会
平成２３年度入寮生募集

入寮生は、書類審査と面接で決

定します。願書は、県内の高校や

ホームページから入手できます。

●対象 県内に保護者が在住して

おり、首都圏の大学などに

進学または在学する学生

●面接日 ３月５日（土）

午後１：００～

●ところ あこや会館（山形市）

●募集人数・月額 �板橋学生会
館＝３人／３．５万円（自炊型）

�駒込男子寮＝１４人／６万円
（朝夕２食付き）

�駒込女子寮＝８人／６．５万
円（朝夕２食付き）

※駒込男子寮・女子寮の食事は、

日曜日・祝日はありません。

●応募・問合せ ２月２５日（金）ま

で、（財）やまがた育英会

（�０３－３９４９－２６４６）

市長杯ロードレース大会
参加者募集

●参加資格 �小学４～６年生＝
市内にお住まいの方

�中学生以上＝市内、山辺町、
中山町にお住まいか市内に

通勤・通学の方

●とき ３月１９日（土）

午前８：００～受け付け

●種目 小学校男子の部・女子の

部（２㌔）、中学校男子の

部・女子の部（３㌔）、高

校女子・一般女子の部（５

㌔）、高校男子の部・一般

男子の部（１０㌔）

●参加料 ５００円

●申込み・問合せ ２月２７日（日）

まで、参加料を添えて市ス

ポーツセンター

（�６５４－６１００）

スイミングスクール
レッスン体験会

●対象 年中児～小学６年生

●とき ２月１９日（土）

午前１０：４０～１１：５０

●ところ スイミングスクール

●定員 ５０人（先着順）

●参加料 １００円

●申込み・問合せ ２月１８日（金）

まで、天童スイミングスク

ール（�６５４－４９３３）
※本年度受講された方は申し込み

できません。

市
で
は
、
積
雪
量
が
増
加
し
市
民
生
活
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
左
図
の
と
お
り
排
雪
場

を
開
設
し
ま
し
た
。
排
雪
の
際
は
、
現
地
の
誘
導
員

の
指
示
に
従
い
、
安
全
に
留
意
し
て
搬
入
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
排
雪
場
は
満
杯

に
な
り
次
第
閉
鎖
し
ま
す
。

●
排
雪
場

①
乱
川
河
川
敷
お
よ
び
②
旧
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
跡
地

●
受
け
入
れ
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
問
合
せ

市
建
設
課

（
�
６５４
局
１
１
１
１
内
線
４１４
・
４１５
）

排
雪
場
開
設
の
お
知
ら
せ

①乱川河川敷
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お知らせ
市営バス回数券を
払い戻します

使い切れずに残っている市営バ

スの回数券を払い戻しますので、

回数券・印鑑・身分証・申請者の

通帳をご持参の上、３月３１日（木）

までに、市生活環境課の窓口で手

続きをお願いします。

●問合せ 市生活環境課

（�６５４－１１１１内線２７２）

山形空港を
ご利用ください

山形空港の利用拡大を図るため

期間限定でお得な助成事業を実施

中です。ぜひ、ご活用ください。

●対象 ＪＡＬマイステイ東京、

ＪＡＬで行く東京ディズニ

ーリゾートなど山形～東京

便を利用した山形発の個人

向け旅行商品

●対象数 ６００人（先着順）

●実施期間 ３月３１日（木）の帰着

分まで

●助成内容 県内の旅行代理店で

対象商品を購入する際、

５０００円が割引されます

●問合せ 山形空港利用拡大推進

協議会（県地域・交通政策

課内 �６３０－３０８１）

催 し
男女共同参画を進める
市民の集い（無料）

●とき ２月２６日（土）

午後１：３０～３：３０

●ところ 市民文化会館

●内容 演劇、講演会

●問合せ 市市長公室

（�６５４－１１１１内線３２２）

もり～な天童のイベント

■はんの木を使った自由花（生け

花教室）（先着２０人）

●とき ２月１３日（日）

午前１０：３０～

●参加料 ２０００円

●持物 はさみ、新聞紙

●申込期限 ２月８日（火）

■フラワードレスアレンジメント

（先着２０人）

●とき ２月１３日（日）

午後１：３０～

●参加料 ２０００円

●持物 はさみ

●申込期限 ２月３日（木）

■第２回根付駒体験教室（先着２０

人）

●とき ２月１９日（土）

午後１：３０～

●参加料 ５００円

●持物 エプロン

●申込期限 ２月１４日（月）

■花を飾って春を我が家に（生け

花教室）（先着２０人）

●とき ２月２０日（日）

午後１：３０～

●参加料 １５００円

●持物 はさみ、新聞紙、剣山

●申込期限 ２月１７日（木）

■絵手紙展示会

●とき ２月６日（日）～２８日（月）
���������������������������������������������

●申込み・問合せ 市森林情報館

もり～な天童

（�６５１－２００２）

第６回第６師団
音楽まつり

●とき ２月１９日（土）

�１回目＝午前１０：３０開演
�２回目＝午後１：３０開演
�３回目＝午後４：３０開演

●ところ 市民文化会館

●入場料 無料（入場整理券必要）

●入場整理券 ２月１日（火）～配

布

●入場整理券取扱所 市役所、市

民文化会館、市立図書館、

宮脇書店天童店、ＴＥＮＤ

Ｏ八文字屋など

●問合せ 陸上自衛隊第６師団司

令部広報室

（�０２３７－４８－１１５１）

Information
February

２

●
と
き

２
月
１３
日（
日
）の

午
後
４
時
か
ら
７
時

ま
で

●
と
こ
ろ

市
立
高
原
の
里

交
流
施
設
ぽ
ん
ぽ
こ

●
内
容

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト

ー
ム
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
地
域
の
写
真
の
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
か
ま
く
ら
美
術
館
、
雪
だ

る
ま
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど

※
駐
車
場
は
、
Ｊ
Ａ
田
麦
野
出
張
所
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

市
立
高
原
の
里
交
流
施
設
ぽ
ん
ぽ
こ

（
�
６５６
局
２
９
５
５
）

新
た
に
職
業
人
に
な
る
方
を
対
象
に
、
職
業
人
と

し
て
必
要
な
基
礎
知
識
を
学
ん
で
、
資
質
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
職
場
へ
の
適
応
を
目
指
し
ま
す
。

●
対
象

市
内
の
企
業
に
新
規
採
用
さ
れ
る
方

●
と
き

３
月
１０
日（
木
）・
１１
日（
金
）の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ

市
民
文
化
会
館

●
定
員

５０
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
）

●
申
込
み
・
問
合
せ

２
月
２８
日（
月
）ま
で
、
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
�
６５４
局
１
１
１
１
内
線
８３２
）

ま
た
は
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
�
６５４
局
４
５
２
０
）

２
０
１
１

田
麦
野
雪
ま
つ
り

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

新
就
職
者
研
修
講
座
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お忘れなく
健康診査等受診意向調査票兼申込書の提出
１月中旬に市内の対象世帯に郵送しました「平成２３年度健康診査等受

診意向調査票兼申込書」の提出の締切日は２月１０日（木）です。まだ、提

出していない場合は、ご記入の上、返信用封筒で必ず提出くださるよう

お願いします。なお、調査票兼申込書は、人間ドックの申し込みを兼ねて

います。ただし、公民館集団健診と重複して申し込むことはできません。

また、転入などにより調査票兼申込書が届かない場合は、お送りしま

すので市健康課までご連絡ください。

●対象世帯 ４０歳以上の男性および２０歳以上の女性がいる世帯（年齢は

平成２４年３月３１日現在）

●提出期限 ２月１０日（木）

●問合せ 市健康課（�６５２－０８８４）

男性の健康づくりセミナー（無料）

●対象 市内にお住まいの５０～６９歳の男性（②のみ先着３０人）

●とき・内容

●ところ 市健康センター

●持物 筆記用具、②はエプロン・三角きん、③は運動できる服装・内

ズック・タオル

●申込み・問合せ ①、②は２月１４日（月）、③は２月２８日（月）まで、市

健康課（�６５２－０８８４）

インフルエンザに
ご注意ください
県内のインフルエンザ患者数が

増加し、１月２５日にインフルエン

ザ警報が発令されました。今後も

感染拡大が懸念されますので、感

染予防の基本である手洗い、うが

い、せきエチケットを実践しまし

ょう。また、適切なマスク着用や

小まめな換気を心掛け、感染拡大

防止に努めてください。十分な栄

養・休養・睡眠を取り、体調管理

に気を付けましょう。

●問合せ 市健康課（�６５２－０８８４）

アルコール家族相談

２月２３日（水）
午後２：００～３：３０

市健康センター

精神保健福祉士による
健康相談、話し合いなど

２月２１日（月）まで、市
健康課（�６５２－０８８４）

こころの健康相談

２月２４日（木）
午後２：００～３：３０

市健康センター

２月２３日（水）まで、市
健康課（�６５２－０８８４）

と き

ところ

内 容

申込み
・

問合せ

と き

ところ

申込み
・

問合せ

ひ
と
く
ち

健
康
講
座

●
役
に
立
た
な
い
麻
酔
の
話吉岡病院

須藤 明
先生

現
代
医
療
を
開
い
た
、
３
つ
の
要
因
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
滅
菌
技
術
の
確
立
、
抗
生
物
質
の
開
発
、

そ
し
て
、
麻
酔
の
進
歩
と
。
こ
れ
か
ら
は
、
再
生
医
療

が
加
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
が
麻
酔
医
と
な
っ
た
３０
数
年
前
、
今
ほ
ど
に
は
麻

酔
に
必
要
な
機
器
な
ど
が
充
実
し
て
お
ら
ず
、
新
生
児

用
の
血
圧
計
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
粗
末
な
心
電
図

と
う
こ
つ

モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
、
手
首
に
あ
る
橈
骨
動
脈
に
触

れ
な
が
ら
確
認
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。今
、

麻
酔
器
や
モ
ニ
タ
ー
、
麻
酔
薬
、
周
辺
薬
剤
は
飛
躍
的

進
歩
を
遂
げ
、
麻
酔
は
安
全
な
医
療
と
な
り
ま
し
た
。

そ

せ
い

昔
、
麻
酔
医
は
心
肺
蘇
生
の
プ
ロ
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
、
心
肺
蘇
生
の
機
会
が
多
か
っ
た
の
で

す
。と

こ
ろ
で
、
今
で
も
時
に
耳
に
し
ま
す
。
酒
飲
み
に

麻
酔
は
効
か
な
い
と
い
う
伝
説
を
。
私
の
知
る
限
り
、

麻
酔
は
１００
㌫
効
き
ま
す
。
毎
日
の
晩
酌
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
方
で
も
大
丈
夫
、
麻
酔
は
必
ず
効
き
ま
す
。
こ

の
私
に
だ
っ
て
。

内容／講師

①痛風（高尿酸血症）について学ぼう（講演）

／今田恒夫さん（山形大学医学部付属病院

第一内科病院教授）

お い

②家庭でできる簡単ヘルシー料理～美味しく

食べよう～（講話、調理実習）／市栄養士

もり

③筋力アップで若さを保つ（実技）／加藤守
まさ

匡さん（山形県立米沢短期大学准教授）

と き

２月１５日（火）

午後１：３０～３：００

２月２２日（火）

午前１０：００～午後０：３０

３月２日（水）

午後１：３０～３：００

１３９
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Health
February ●検診などについての問合せ

乳幼児…市子育て支援課
（�６５２－０８８２）

成 人…市健康課
（�６５２－０８８４）

乳幼児健康相談

２月２１日（月）
午前９：３０～１１：３０
市健康センター
母子手帳

両親教室

妊婦と夫（先着２０組）
２月１９日（土）
午前９：３０～正午
市健康センター
知っておきたい制度、
赤ちゃんの育て方、妊
婦の日常体験など
母子手帳・副読本
２月１８日（金）まで、市
子育て支援課

（�６５２－０８８２）

4カ月児健康診査

と き
２月１６日（水）
受付＝午後
１：００～１：４５

対 象
平成２２年１０月１
日～１０月９日に
生まれた乳児

と き

ところ
持 物

対 象

と き

ところ

内 容

持 物
申込み
・

問合せ

と き
２月２５日（金）
受付＝午後
１：００～１：４５

市健康センター
身体計測、診察など
母子手帳、健診票、バ
スタオル、アンケート

9カ月児健康相談

と き
２月２８日（月）
受付＝午前
１０：００～１１：００
２月２８日（月）
受付＝午後
１：００～２：００

市健康センター
身体計測、離乳食後期
の進め方、虫歯予防、
健康相談、絵本の読み
聞かせなど
母子手帳、９カ月児相
談票

1歳6カ月児
健康診査

と き
２月１８日（金）
受付＝午後
１：００～１：４５

市健康センター

対 象
平成２２年１０月１０
日～１０月２６日に
生まれた乳児

対 象
平成２２年５月１
日～５月１５日に
生まれた乳児
平成２２年５月１６
日～５月３１日に
生まれた乳児

対 象
平成２１年７月２１
日～８月４日に
生まれた幼児

ところ
内 容

持 物

ところ

内 容

持 物

ところ

身体計測、歯科検診、
診察、フッ素塗布など
母子手帳、健診票

フッ素塗布補助券を交付します。

２歳の誕生日までに受けてください。

3歳児健康診査

と き
２月２３日（水）
受付＝午後
１：００～１：４５

市健康センター
身体計測、歯科検診、
診察、検尿など
母子手帳、健康診査票、
検査尿

眼科検診の受診券を交付します。

１カ月以内に受診してください。

健康づくり相談会

ところ
市立荒谷公民館
市健康センター
市立山口公民館

午後１：３０～２：３０
健診結果や生活習慣
病予防に関する健康
相談、軽体操など
健康手帳（持ってい
ない方には当日発行）

対 象
平成１９年７月４
日～７月１９日に
生まれた幼児

と き
２月１５日（火）
２月２１日（月）
２月２４日（木）
受付時間

内 容

持 物

内 容

持 物

ところ

内 容

持 物

今月の乳幼児予防接種
体調の良いときに主治医とよく

相談して受けてください。

●問合せ 市子育て支援課

（�６５２－０８８２）

満３カ月児（平成２２

年１１月生まれ）以上

６カ月に達するまで

満３カ月児（平成２２

年１１月生まれ）以上

満１歳児（平成２２年

２月生まれ）以上

満３歳児（平成２０年

２月生まれ以上）

ＢＣＧ

三種混合

麻しん・
風しん

日本脳炎

診察時間＝午前９：００～午後５：００
一般の外来診療を受ける方はご遠慮ください

医 療 機 関 名

菅 原 内 科 胃 腸 科 医 院
東長岡２－１－１（�６５５－４１８０）

い が ら し ク リ ニ ッ ク
東長岡２－８－８（�６５８－１１２３）

大竹内科呼吸器科医院
老野森１－５－１（�６５１－３９１１）

天 童 温 泉 篠 田 病 院
鎌田１－７－１（�６５３－５７１１）

家 坂 小 児 科 医 院
東本町１－６－２２（�６５４－３５３５）

※救急告示病院は２４時間受け付けています。
天童市民病院（�６５４－２５１１）、天童温泉篠田病院（�６５３－５７１１）、吉岡病院（�６５４－１１８８）

三 條 外 科 胃 腸 科 医 院
五日町１－３－７（�６５４－２８３６）

整 形 外 科 増 子
南町３－１４－２７（�６７９－３３７１）

吉 岡 病 院
東本町３－５－２１（�６５４－１１８８）

小 幡 皮 膚 科 医 院
駅西３－９－１（�６５３－１７８１）

2月の休日救急当番医

２/６（日）

２/１１（金）

２/１３（日）

２/２０（日）

２/２７（日）
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Ｖ・プレミアリーグ女

子山形大会において、パ

イオニアレッドウィング

スが下記の日程で試合を

行います。みんなで応援

しましょう。

●とき �２月１２日（土）午後４：００～ 対久光製薬

スプリングス

�２月１３日（日）午後１：００～ 対東レアローズ

●ところ 県総合運動公園総合体育館

※両日、天童駅から会場までシャトルバスが運行さ

れます（大人＝２００円、小・中学生＝１００円）。

●前売り入場券 特別券＝３０００円（当日３３００円）、

一般券＝２０００円（当日２３００円）、中・高校生

券＝１２００円（当日１５００円）、小学生券＝９００円

（当日１２００円）

●入場券取扱所 県総合運動公園、各コンビニエン

スストアなど

●問合せ ホームタウンＴＥＮＤＯ推進協議会事務

局（市文化スポーツ課内

�６５４－１１１１内線２６３）

●対象 市内にお住まい

か、通勤・通学し

ている方

●とき ２月２７日（日）

午前９：３０開会

（受け付けは午前

９：００～）

●ところ 天童高原スキー場

●競技種目 大回転競技（男女別。２本合計のタイ

ムレース）

�市総体＝小学校低学年の部（１～３年生）、
小学校高学年の部（４～６年生）、中学生の

部、高校・一般の部

�新関杯＝小学１・２年生の部、小学３・４年
生の部、小学５・６年生の部

※新関杯は、市総体での２本合計タイムをそのまま

適用します。

●参加料 小・中学生＝無料、高校生・一般＝４００円

（保険料、資料代含む）

●申込み・問合せ ２月１５日（火）まで、市スポーツ

センター（�６５４－６１００）

市スポーツセンター �６５４－６１００
http://www2.ocn.ne.jp/～ten-spoc/

主な予定

５日（土） スポセン杯グラウンドゴルフ大会

６日（日） 市立蔵増公民館冬季レクリエーション大

会

１１日（金） 天童市ミニバスケットボール新人戦大会

１２日（土） 天童市中学校対抗バスケットボール大会

１３日（日） 天童オープンラージボール卓球大会

１５日（火）・１６日（水） 天童市ゲートボール協会冬季

大会

２０日（日） 天童市成生地区青壮年会冬季レクリエー

ション大会

２６日（土）・２７日（日） 天童市バレーボール協会ジュ

ニア育成強化事業

２７日（日） 天童市少年剣道冬期練成大会

トレーニングルームをご利用ください

●使用時間 午前９：００～午後９：３０

●使用料 一般＝２００円、高校生＝１００円、

中学生＝５０円（小学生は利用できません）

今月の休館日

７日（月）、１４日（月）、２１日（月）、２８日（月）

県総合運動公園 �６５５－５９００
http://yamagata-sportspark.or.jp/

主な予定

５日（土） アンチエイジングの視点から考える食生

活での栄養補給と運動の関係について（講演会）

５日（土）・６日（日） �東北春季ジュニアテニス選
手権県予選会

�バドミントンチャンピオンシップイン山形
１１日（金） 全国小学生選抜ソフトテニス大会予選会

１２日（土） 山形地区中学生インドアソフトテニス選

手権大会（女子）

１３日（日） 山形地区中学生インドアソフトテニス選

手権大会（男子）

１８日（金）～２０日（日） �東北インドアテニス選手権
大会

�東日本選抜中学生バスケットボール大会
１９日（土） 健康寿命の延伸を目指そう�（講習会）
２６日（土）・２７日（日） 東北６県対抗中学インドアソ

フトテニス大会

２７日（日） 全日本都道府県剣道優勝大会県予選会

今月の休館日

７日（月）

市総体スキー競技会（兼）
第３６回新関杯スキー大会

みんなで応援観戦しよう！
パイオニアレッドウィングス
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市立図書館 �６５４－２４４０
開館時間 午前９：００～午後６：００
http://www.tendo-lib-unet.ocn.ne.jp

蔵書検索ができます

２月の催し物

１９日（土）午後１：３０～ 読み聞かせ研修会

サークル活動

１２日（土）午後２：００～ とんと昔語りの会

１６日（水）午前１１：００～ おはなしの会

１７日（木）午前１１：００～ えほんのへや

１９日（土）午後２：００～ つくってあそぼう

映画上映会

２０日（日）午後２：００～ 雪の女王

２月の休館日

１日（火）、８日（火）、１５日（火）、２２日（火）～２８日（月）

お知らせ まいづる号の巡回日程は、各市立公民

館だよりをご覧ください

お 願 い 住所や電話番号の変更などがあった場

合は、図書館カウンターで手続きをお願いします

市西沼田遺跡公園 �６５４－７３６０
開館時間 午前９：３０～午後６：００（入館は午後５：３０まで）

http://www.nishinumata.or.jp

２月の催し物

１１日（金）午後２：００～３：３０ 西沼田大學公開講座

講演「道具としての石」（中学生以上先着１０人、

参加料３００円、要申し込み）
つちびな

１３日（日）午後１：３０～３：００ 土雛づくり（小学生

以上先着１０人、参加料３００円、要申し込み）

２月の休館日

７日（月）、１４日（月）、２１日（月）、２８日（月）

市美術館 �６５４－６３００
開館時間 午前９：３０～午後６：００（入館は午後５：３０まで）

http://www3.ic-net.or.jp/～ten-bi/

２月の展示内容

～６日（日） 吉野石膏コレクション日本近代絵画名

作品展

１０日（木）～２０日（日） 体験美術館 磁石・ブロック

とビーズ

２４日（木）～ 新収蔵品展

２月の休館日

７日（月）～９日（水）、１４日（月）、２１日（月）～２３日

（水）、２８日（月）

市立旧東村山郡役所資料館 �６５３－０６３１
開館時間 午前９：００～午後５：００（入館は午後４：３０まで）

２月の展示内容

１５日（火）～ 第１６回天童の雛飾り展

１５日（火）～ 土のぬくもり郷土人形展（ミニ展）

２月の休館日

７日（月）、１４日（月）、２１日（月）、２８日（月）

市民プラザ �６５４－６２００
市民ギャラリー・イベントホール

http://www.sc-tendo.co.jp/pg_plaza/index_plaza.html

多目的ホール

５日（土） スポーツコーチング・アカデミー

６日（日） 市民プラザ自主事業 ミュージックフェ

スティバル～愛と郷愁のハーモニー～

１２日（土） 新春の集い をどり初め

２月の休館日

２１日（月）、２８日（月）

子育て Ｑ＆Ａ
生活リズムを整えるには？

生活リズムを整えるには、朝食は欠かせませ

ん。生き生きとした１日を過ごすために、必

ず朝食を取りましょう。朝食を抜くと、午前中は

脳と体がエネルギー不足になり、ボーっとしたり、

集中力を欠いたりします。朝起きてすぐは食欲が

わきません。朝食の３０分前に起きる習慣を付けま

しょう。なお、離乳食や幼児食は、食べやすいよ

うに薄めの味付けにしてみてください。

●問合せ 市子育て支援課（�６５２－０８８２）

市わらべ館 �６５８－８１２０
開館時間 午前９：００～午後６：００

http://www.h3.dion.ne.jp/～warabeka/

２月の催し物

１日（火）午前１０：３０～１１：３０

子育てサロン（節分）

１０日（木）午前１０：３０～１１：３０

親子体操（要申し込み）

１６日（水）午前１０：３０～１１：３０ 折り紙教室

２４日（木）午前１０：３０～１１：３０ バルーンアート（要

申し込み）

２月の休館日

２１日（月）、２８日（月）
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天天天童童童雛雛雛飾飾飾りりり天天童童雛雛飾飾りり

内 容
江戸時代から天童の旧家に伝わる雛人形約
６００体を展示。折り紙のコーナー、雛菓子
の紹介もあります

古今雛と江戸末期衣装人形を展示。雛弁当
１２６０円（税込）は２日前まで要予約

天童市とその近郊に伝わる古今雛や押絵雛
を中心に展示。合わせて浮世絵もお楽しみ
ください

代々伝わる古今雛を展示します。また江戸
期、造り酒屋であったころの資料も一緒に
ご覧ください

入 館 料
大人＝２００円、高校
生＝１００円、小・中
学生＝無料

無料

大人＝６００円、中・
高・大学生＝５００円、
小学生＝３００円

無料

施設名・開館時間
市立旧東村山郡役所資料館

（�６５３－０６３１）
午前９：００～午後５：００

将棋むら天童タワー
（�６５３－３２２２）

午前８：００～午後６：００

広重美術館（�６５４－６５５５）
２・３月 午前９：００～午後５：００
４月 午前８：３０～午後６：００

天童ワイン（�６５５－５１５１）
午前９：００～午後４：００
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ひな

ことしも「天童雛飾り」が春を連れてきます。豪華な衣装を身にまと
こ きん ゆうそく きょうほ

った古今雛や有職雛、享保雛など、古きよき時代の天童春物語を繰り広

げます。雛人形を見ながら春の散策をどうぞお楽しみください。

■親子でひな菓子づくり（各回２５組）
●とき ２月２０日（日）・３月６日（日）

１回目＝午後１：３０～、２回目＝午後３：００～

●ところ 将棋むら天童タワー

●参加料 各回１００円（親子１組分）

■お雛のおはなし・紙芝居（各回２０組）
●とき ２月２７日（日）・３月１３日（日）

１回目＝午後１：３０～、２回目＝午後３：００～

●ところ 広重美術館

●参加料 各回大人＝５００円、幼児無料（入館料を含む。幼児には雛のお菓子付き）
��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

●申込み・問合せ 天童雛飾り実行委員会（市商工観光課内 �６５４－１１１１内線２２２）

雛飾り展示施設

雛飾りの料理とお菓子
■雛料理
�割烹一久（�６５４－１９１９）＝雛料理（要予約）３１５０円コース・４２００円コース、雛ちらし１０００円
�手打ち伊藤屋（�６５３－２０７９）＝そば屋のひな御膳（おそばとミニひな寿しのセット）１５００円
�水車生そば（�６５３－２５７６）＝縁結びめん（天童産米で作った紅白めんと更科粉の団子が入っ

たおしるこ）１２００円

■雛菓子
アマンデン（�６５３－２１４０）、梅の家（�６５３－４７８３）、大坂屋（�６５３－２０６３）、腰掛庵（�６５４－

８０５６）、早川屋（�６５３－２７４９）、ハヤシ（�６５３－４５９６）、ボンむらやま（�６５４－３２７４）
■料理教室

もくせい

木犀庵（�６１５－９１５０）（土・日曜日のみ、要予約）
■ティータイム
�コーヒーショップばれん（広重美術館内�６５４－６００２）＝抹茶と和菓子のひなセット５００円など
�将棋むら天童タワー（�６５３－３２２２）＝お菓子と飲み物の雛セットで茶話会を

～古きよき時代 天童春物語～

２月１６日（水）
～４月３日（日）
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市
報

テ レ ビ 広 報 やまがた東西南北（ＹＢＣテレビ 毎週火曜日午後３：５０）
ラ ジ オ 広 報 村山地域耳より情報（ラジオモンスターＦＭ７６.２ 午前７：３０・午後６：３０）
ホームページ http ://www.city.tendo.yamagata.jp/
メールマガジン ふるさとだよりｆメール

（毎週木曜日配信（無料）。登録は天童市ホームページから）
携 帯 サ イ ト http://www.city.tendo.yamagata.jp/m/ 携帯サイトQRコード

▲

からの

お知らせ
市

人口 62,163人（62,448人） 男 30,300人 女 31,863人 世帯数 19,820世帯（19,785世帯）

１月１日現在 （ ）内は昨年同期

市報てんどうに掲載している写真をご希望の方は、市市長公室広報係までどうぞ。

お雛様スタンプラリー
期間中、２カ所以上の展示施設などで

とう かん

スタンプを集めて応募箱に投函してくだ
さい。抽選で天童温泉ペア宿泊券、フル
ーツビールセット、天童雛飾りオリジナ
ルワインなど、すてきなプレゼントを差
し上げます。
●応募期間 ２月１６日（水）～４月３日（日）

貫津の紅花の種雛のしおり（ブックマーク）プレゼント（なくなり次第終了）


